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市民アンケートについて 

 

 

【目的】 

本協議会における各協議事項（合併、大都市制度、広域連携）及び行政改革に対す

る市民の基本認識を把握し、今後の広報資料の作成等にあたっての参考とすることを

目的とする。 

 

【対象】 

平成２９年４月１日時点で住民登録のある市民のうち１８歳以上の者から、地区別、

年齢階層別に無作為抽出する。 

 

【発送数】 

３，６００通 

※発送数は、統計学上必要なサンプル数の算出方法により算定する。 

※各市の発送内訳については、全発送数の半数（１，８００通）を均等に分けた９

００通ずつに、残りの半数を人口比率で按分した数を合わせたものとする。 

 参考：前回アンケート（平成２８年７月実施）の発送数 

 小田原市：２，３７２通 南足柄市：１，２２８通 

 

【実施方法】 

発送予定日：平成２９年４月１７日（月） 

回答期限：平成２９年５月１日（月） ※発送から２週間後 

 

【結果の報告・公開】 

  平成２９年５月に開催予定の第７回協議会で報告すると共に、協議会ホームページ

にて集計結果等を公開する。 

 

【送付物】 

 ・アンケート用紙（Ａ３サイズ） １枚 

 ・アンケート質問項目に関する資料（Ａ３サイズ） １枚 

 ・返信用封筒 

  

 

 

 

 

 

資料３ 
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設 問 案 

 

問 あなたは、小田原市と南足柄市（以下、「両市」という。）が、平成２８年１０月

に「小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する任意協議会（以下、「任意協議

会」という。）」を設置し、協議していることを知っていましたか。あてはまる番号

すべてに○印をつけてください。 
 

  １ 「合併」について協議していることを知っていた 

２ 「中核市移行」について協議していることを知っていた 

   ３ 「広域連携」について協議していることを知っていた 

４ 何を協議しているかまでは知らなかった 

   ５ 協議していることをこのアンケートで初めて知った 

 

問 人口減少と少子高齢化が一層進む中で、両市では、行政改革に取り組んでもな

お、現状の行政サービスを維持していくことは難しいと見込んでいますが、あな

たは、両市の行政運営についてどの様に感じていますか。あなたの考えに近い番

号１つに○印をつけてください。 
 

  １ 両市ともに、今後もこれまでどおりの行政運営が可能であり、行政サービス

の維持や拡充が可能である 

２ 小田原市は行政サービスの低下が避けられない 

３ 南足柄市は行政サービスの低下が避けられない 

 ４ 両市ともに行政サービスの低下が避けられない 

 ５ わからない 

 ６ その他（具体的に：                        ） 

 

問 合併をした場合には、人件費などのコストの削減に取り組みますが、それでもな

お、市民に対するサービス水準の見直しが必要な場合、あなたは、どういった取り

組みが有効だと考えますか。あなたの考えに近い番号２つに○印をつけてください。 
 

１ 機能が重複する公共施設を統合や廃止する 

２ 効果の低い事業を休止や廃止する 

３ 使用料・手数料等を値上げする 

４ 新規事業を休止する 

５ 補助金・給付金等を減額や廃止する 

６ わからない 

７ その他（具体的に：                          ） 

 

問 中核市になった場合には、市は多くの事務を県に代わって実施することにな

り、市民にきめ細かなサービスを提供できるようになります。あなたは、市が今

よりも幅広い事務を担うことをどの様に思いますか。あなたの考えに近い番号１
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つに○印をつけてください。 
 

１  市の財政的な負担が増えたとしても、市民に身近な市の事務は幅広いほうがよ 

  い 

２ 市の財政的な負担が増えないのであれば、市民に身近な市の事務は幅広いほう

がよい 

３ 市が今以上に多くの事務を担う必要はない 

４ わからない 

  ５ その他（具体的に：                          ） 

 

問 県西地域では各市町が安定的に行政サービスを提供できるよう、様々な分野で広

域連携が進み、両市はその中心的な役割を担ってきました。人口減少等によって基

礎自治体の行財政運営が厳しさを増していく中、今後、両市は周辺の町との広域連

携にどの様に取り組むべきだと思いますか。あなたの考えに近い番号１つに○印を

つけてください。 
 

   １ 市の財政的な負担が増えるとしても、県西地域全体の行政サービスの安定的な

提供に積極的な役割を果たすべき 

  ２ 市の財政的な負担が増えないのであれば、県西地域全体の行政サービスの安定

的な提供に積極的な役割を果たすべき 

 ３ 県西地域内の連携は必要最小限にし、各市町がそれぞれ行政サービスの安定的

な提供に責任を持って取り組むべき 

４ わからない 

  ５ その他（具体的に：                          ） 

 

問 任意協議会では、両市が仮に合併した場合の行政サービス水準などについて検

討・協議を行っています。協議の終了後には、合併のメリット・デメリットなどを

まとめた客観的な資料をもとに、それぞれの市が市民の皆様に十分な説明をした上

で、合併についての意向を伺う予定です。その際に、あなたが合併について考える

上で重要視する点は何ですか。あなたの考えに近い番号２つに○印をつけてくださ

い。 
 

  １ 合併後の市の行政サービス水準 

  ２ 合併後の市の名称 

  ３ 合併による財政的な影響 

  ４ 合併後の市のまちづくりの方針 

５ 中核市への移行についての方針 

  ６ 広域連携のあり方についての方針 

  ７ 特にない 

  ８ その他（具体的に：                        ） 


